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１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
８
月
15
日
、
日
本
は
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
無
条
件
降
伏
し
、
太
平
洋
戦
争
は

終
結
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
８
日
、
ソ
連
は

日
本
に
宣
戦
布
告
、
ソ
連
軍
は
南
樺
太
の
国
境
を
越
え
て

進
撃
を
開
始
し
た
。

　

当
時
、
日
本
領
だ
っ
た
南
樺
太
の
人
口
は
約
40
万
人
。

ソ
連
参
戦
で
、
樺
太
庁
は
８
月
10
日
、
住
民
の
北
海
道
へ

の
緊
急
疎
開
を
決
め
、
同
13
日
か
ら
開
始
す
る
。
疎
開
対

象
は
、
老
人
と
14
歳
以
下
の
子
ど
も
、
40
歳
以
下
の
女
性

と
病
人
な
ど
約
16
万
人
。
疎
開
に
は
稚
内
・
大
泊
（
樺
太
）

間
の
稚
泊
（
ち
は
く
）
連
絡
船
の
宗
谷
丸
は
も
ち
ろ
ん
、
貨

物
船
や
軍
の
作
業
船
な
ど
あ
ら
ゆ
る
船
舶
が
動
員
さ
れ
た
。

　

戦
火
を
逃
れ
「
引
き
揚
げ
船
」
に
先
を
争
う
よ
う
に
乗

り
込
ん
だ
老
人
や
女
性
、
子
ど
も
た
ち
を
戦
争
の
惨
禍
が

襲
っ
た
。小
樽
に
向
か
っ
た
小
笠
原
丸（
１
４
０
３
ト
ン
）、

第
二
新
興
丸
（
２
７
０
０
ト
ン
）、泰
東
丸
（
８
７
７
ト
ン
）

の
３
隻
が
８
月
22
日
の
朝
、
留
萌
沖
で
ソ
連
の
潜
水
艦
に

攻
撃
さ
れ
、
２
隻
が
沈
没
、
１
隻
が
大
破
し
て
、
約
１
７

０
０
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
の
だ
。

　

引
き
揚
げ
船
に
持
ち
込
め
る
荷
物
は
食
料
と
生
活
必
需

品
。荷
物
は
一
人
一
個
30
キ
ロ
以
下
で
一
家
族
３
個
ま
で
。

「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
と
子
づ
く
り
が
奨
励
さ
れ
た
時
代

だ
か
ら
、
子
ど
も
が
５
人
、
６
人
い
る
の
が
あ
た
り
ま
え
。

祖
父
母
ら
と
子
ど
も
た
ち
を
引
き
連
れ
て
、
重
い
荷
物
を

背
負
っ
て
乗
船
し
、
船
室
や
貨
物
を
積
む
船
倉
は
も
ち
ろ

ん
、
甲
板
に
も
、
船
上
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ペ
ー
ス
に
ぎ
っ
し

り
詰
め
込
ま
れ
た
。

　

乗
員
乗
客
約
７
８
０
人
中
６
６
７
人
が
死
亡
し
た
泰
東

丸
で
、
甲
板
に
い
て
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
女
性
Ｋ
さ
ん

が
当
時
の
様
子
を
証
言
す
る
。

　
「
潜
水
艦
か
ら
の
射
撃
が
始
ま
っ
た
と
き
、
激
し
い

シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
て
隣
を
見
る
と
、
１
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

と
こ
ろ
に
胴
体
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
人
間
の
足
が
二
本
転

が
っ
て
い
た
。
兵
士
が
『
伏
せ
れ
！
伏
せ
れ
！
』『
何
か

物
を
被
れ
』
と
大
声
で
叫
ん
で
い
た
の
で
、
子
供
も
た
ち

と
甲
板
に
伏
せ
、
み
ん
な
で
頭
か
ら
毛
布
を
被
っ
た
。
ま

も
な
く
『
船
が
沈
む
。
早
く
逃
げ
ろ
』
と
い
う
声
に
顔
を

上
げ
る
と
、
船
は
真
横
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
十
一
歳

を
頭
に
九
歳
、
五
歳
、
三
歳
の
四
人
の
子
供
と
手
を
つ
な

ぎ
甲
板
を
す
べ
り
落
ち
た
。
海
中
に
深
く
沈
み
、
頭
の
う

え
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
浮
遊
物
を
か
き
分
け
て
海

面
に
顔
を
出
し
た
ら
、
４
人
の
子
供
が
次
々
浮
き
上
が
っ

て
き
た
。
近
く
に
あ
っ
た
一
片
の
板
に
母
子
五
人
が
す
が

り
つ
い
た
が
、
子
供
た
ち
は
波
を
か
ぶ
る
た
び
に
一
人
、

ま
た
一
人
と
海
に
呑
ま
れ
て
い
っ
た
。
ど
う
す
る
こ
と
も

し
て
や
れ
な
か
っ
た
。
地
獄
だ
っ
た
」。
６
時
間
ほ
ど
経
っ

た
午
後
４
時
ご
ろ
、
Ｋ
さ
ん
は
救
助
船
の
ボ
ー
ト
に
引
き

揚
げ
ら
れ
た
途
端
、
気
を
失
っ
た
。
収
容
さ
れ
た
船
内
で

父
親
に
再
会
し
た
が
、
母
親
と
子
ど
も
た
ち
は
い
な
か
っ

た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
率
い
る
ソ
連
は
、
北
海
道
の
北
部
を
併
合

し
よ
う
と
、
留
萌
上
陸
を
目
指
し
て
近
海
で
潜
水
艦
の
作

戦
行
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
に
残
る
戦
争

記
録
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
ソ
連
の
北
海
道
領
有
を
米
国

が
強
硬
に
反
対
し
た
た
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
８
月
22
日
、

北
海
道
侵
攻
を
あ
き
ら
め
戦
闘
を
終
了
。
同
日
の
午
後
０

時
10
分
、
樺
太
の
東
海
岸
に
あ
る
知
取
町
（
し
る
と
る
ま

青 木 和 弘

留萌管内小平町

樺太引き揚げ三船遭難

「三船遭難慰霊之碑」と「慟哭の海に誓う」の歌碑（右）。
女性や子ども、老人ばかりが乗り組んだ樺太引き揚げ船
３隻が、目的地の小樽港を目前に、ソ連の潜水艦の攻撃
で1700人あまりが犠牲になった。日ソの停戦が樺太で調
印される日（８月22日）の朝の出来事だった
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ち
）
で
「
日
ソ
停
戦
協
定
」
が
成
立
し
た
。
協
定
の
成
立

が
発
表
さ
れ
た
の
は
午
後
７
時
だ
っ
た
。
あ
と
１
日
早
け

れ
ば
…
…
。

　

そ
の
後
、沈
没
し
た
小
笠
原
丸
と
泰
東
丸
は
発
見
さ
れ
、

遺
骨
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
。
小
笠
原
丸
で
頭
蓋
骨
の
歯
の

治
療
跡
か
ら
一
人
の
身
元
が
判
明
し
た
も
の
の
、
後
は
小

さ
な
骨
片
ば
か
り
だ
っ
た
。
泰
東
丸
か
ら
は
遺
骨
は
ま
っ

た
く
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

三
船
遭
難
か
ら
こ
の
夏
で
76
年
に
な
る
。
そ
の
悲
劇
を

知
る
当
事
者
は
減
っ
て
し
ま
い
、
慰
霊
祭
の
出
席
者
も

年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

戦
争
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
次
の
世
代
に
、
戦
争
の
愚
か
さ
を
し
っ
か
り

語
り
継
ぐ
こ
と
だ
ろ
う
。

　

Ｋ
さ
ん
の
証
言
は
、
北
海
道
新
聞
社
が
１
９
８
８
年
に

出
版
し
た
『
慟
哭
の
海
―
樺
太
引
き
揚
げ
三
船
遭
難
の
記

録
』（
道
新
選
書
）
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日本海を見渡す旧花田家番屋の海側に「にしん文化歴史公園」があり、夕日をイメージしたモニュメントや松浦武史郎
像などがある。画面の外、左側に「三船遭難慰霊之碑」や、遺族会が建てた「慟哭の海に誓う」の歌碑がある

旧花田家番屋は国指定重要文化財で北海道遺産で
もある。1905（明治38）年頃に建築され、道内で
現存する番屋では最大の規模だ。当時、雇い人が
200人を超えた大鰊漁家で、現在「道の駅おびら
鰊番屋」を併設、年間を通じて公開されている


